


本について

三度の飯より、本が好き。

 
では、無い。

だって、ご飯は美味しいし、食べることの方が、好きだ。

 
けれども、ある日突然、「読書禁止！」と、言われたら、きっと泣く。

おいおいと泣いて、今まで読んだ本たちを思い出して、泣いて。

これから出会っていただろう本たちを思い浮かべては、また泣いて。

ぽっかり空いた読書の時間を、持て余したまま、毎日を過ごして。

 
めそめそめそ、いつまでも、泣くだろう。

 
それくらいには、本が、好きだ。

決して、死ぬほど、ではないくらいに、好きなのだ。

 
本を読む行為、本に触れること。

作品そのもの、作者のこと、紙、文字、インクの匂い。

 
どこが、「好き」で、わたしは本を読むのだろう。

 
答えは、たぶん、「全部」だ。

 
本を読む行為が好きだ。

「本読んでるから」の一言で、たいていの面倒事から、逃れられる。

本に触れることが好きだ。 
 じゃなきゃ、書店員なんて、重い痛い安い職業に就いてない。
中身だって、もちろん好きだ。

「面白い」に出会えたときの感動は、一度味わったらやめられない。

作者のことだって、出版社のことだって、印刷会社のことだって、好きだ。

つまり、わたしの手に本が届くまで、関わったすべてに、感謝しよう。

 
そうして、わたしは、きょうも本を読む。

きのうより、読める喜びを感じながら。

 
 


